
書式第12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度 事 業 報 告 書
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盛二東遠:

1事業の成果

2022年度は、まん延防止等重点措置が解除されたことを受け、3月 下旬より対面での活動を再開した。活動への参加にあたっては、2週 間の体温、体調管理や会場内での消
毒の徹底など、活動に参加するアスリート(知的障害のある人)、 ファミリー、ボランティアの全員が感染対策をしっかり行いながら対面での活動に参加をした。文化的なプログラ
ムにおいても対面での活動を再開し、対面とオンラインの両方での実施により文化的な活動もアスリートに提供ができた。

また、2022年度は、全国大会に向けた選考会の実施や4年に一度開催の全国大会への派遣、ならびに対外的なスポーツ大会への派遣を行ったことで、アスリートたちが日ご
ろの練習の成果を発表する場を増やせたと同時に、アスリート自身も大会参加を通じて大きく成長することができた。大会に参加できなかったアスリートにとっても、トレーニング
での目標ができ、今後の活動に生かすことができた。

2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 26,359千 円)

(2)その他の事業

実施せず

定款に記載
さ,れた
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益対象者
範囲

受益対象者
人数

事業費
(千 円)

(1)

知的障害者に
対するスポー
ツ事業

0
スポーツトレー
ニングの実施

日常的にスポーツトレーニングプロ
グラムを実施する

日常定常的(年間を通
して実施、主に土日)

都内公共施設、オンライン V/538名 A・ P 810名 7,706

②
スポーツ大会
の実施 2022年第8回スペシャルオリンピッ

クス日本 夏季ナショナルゲーム・
広島 東京選手団選考会

4月 16日 、5月 22日

5月 29日 、6月 5日

6月 11日 、6月 12日

府中市立自糸台体育館
昭和の森テ‐スセンター

帝京科学大学
東京ポートボウル
国立オリンピック記念青少年総合セン
ター

V・ S/82名 A 314名 592

③
スポーツ大会
への派遣

【ボウリング】
スペシャルオリンピックス日本
2022年オンラインポウリング記録会

5月 ～7月 31日
オンライン
(各プログラム開催会場)

V・ S/15名 A 135名

6,445

【ボウリング、水泳、陸上競技、卓
球、サッカー】
第23回 東京都障害者スポーツ大

5月 21日 、5月 22日

5月 28日 、5月 29日

東京ポートボウル、
駒沢オリンピック公園総合運動場
武蔵野総合体育館

VoS/15名 A 125名

2022年 第8回スペシャルオリンピッ
クス日本 夏季ナショナルゲーム・
広島

11月 4日 ～6日

広島県立総合体育館
日本製鉄アクアパーク
エディオンスタジアム廣島
広島経済大学石田記念体育館
ミスズボウル
マエダハウジング東区スポーツセンター
広島広域公園テニスコート場

V・ S/27名 A 69名

【陸上競技】
第40回記念神官外苑ユニファイド
ラン

11月 27日 神宮外苑周回道路 VoS/3名 A 15名

(2)

知的障害者に
対するスポー
ツ指導者の育
成事業

①
コーチクリニッ

ク
(認定コーチ養
成)

フィギュアスケート 4月 24日 江戸川 区スポーツランド VoS/3名 F・V 14名

61

ボウリング 8月 22日 東京ポートボウル V・ S/3名 F・V 19名

ショートトラックスピードスケート 11月 13日 江戸川 区スポーツランド V・ S/3名 F・ V 6名

競技チア 11月 13日 トキワ松学園高等学校 体育館 V・ S/3名 F・V 10名

フロアボール 12月 25日 帝京科学大学 体育館 V・ S/3名 F・V 22名

(3,

知的障害者に
対する英会
話、合唱、音
楽等の文化活
動支援事業

υ

講座開催事業

文化プログラム講座を実施する 随時

オンライン
国立オリンピック記念青少年総合セン
ター
スタジオリリカ
スマイル中野
目黒区民センター社会教育館
岡本るみ子バレエスタジオ

V/26名 A 106名 156

ヒ)

知的障害者に
関する一般社
会の理解をより
深めるための

広報・啓発・普

及事業

0
webページの
開設運営

webページの制作、運営、更新 随時 法人事務所、ボランティア自宅 広報委員会/4名 一般対象 不特定多数

②
出版物の発行

ニュースレター発行
ポスター、チラシ制作

年3回
(4月 、8月 、12月 )

法人事務所、ボランティア自宅 広報委員会 /4名 A・ F・ V。 一般 10,0004

③
普及活動 アスリート入会

オリエンテーション 毎月2回 法人事務所(オンライン対応) S/2名 新規入会希望者 69名

ボランティア説明会
7月 27日 、8月 24日

9月 24日
法人会議室 V/3名 新規参加希望者 4名

学校連携プログラム

(フ ァミリー講演)

11月 25日 杉並区立中瀬中学校 F・S/2名 同校教師。生徒 約 190名

会員管理システム構築・運用 通年 法人事務所 S/3名 A・ F・V 約4,000名

※A:アスリート、F:ファミリー、P:パートナー、V:ボランティア、S:スタツフ



書式第13号 (法第28条関係 )
事 業 報 告 用

2022年度 活動計算書 (その他事業がない場合)
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科 目 金 額

175,000

4,180,000

18,575,124

3,997,500

262

87,500

4,355,000

18,575,124

3,997,500

262

87,500

27,015,386

7,706,643

592,128

6,445,428

14,744,199

61,524

156,936

522,164

8,229,150

1,267,509

311,628

132,000

933,900

1,217,725

400,724

17,160

174,352

115,958

239,109

102,667

2,836,500

37,951

87,700

127,380

115,836

43,275

31,875,347

26,359,010

5,516,337

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

▲ 4,859,961

36,097,734

I。 経常収益    ~~
1受取会費

正会員受取入会金
正会員受取会費

2受取寄付金
3受取大会参加負担金
4事業収益

スポーツボランティア研修会
5その他収益

受取利息

経常収益計
Ⅱ.経常費用

1事業費

(1)スポーツ事業費
スポーツトレーニング費
スポーツ大会費
スポーツ大会派遣費
スポーツ事業費計

(2)スポーツ指導者育成事業費

(3)文化事業費

(4)広報・啓発・普及事業費

(5)給料手当

(6)法定福利費

(7)旅費交通費

(8)外注費

(9)現物寄付評価額

事業費合計
2管理費

(1)給料手当

(2)法定福利費

(3)福利厚生費

(4)会議費

(5)旅費交通費

(6)通信運搬費

(7)消耗品費

(8)賃借料

(9)減価償却費

(10)租税公課

(11)修膳費

(12)支払手数料

(13)その他

管理費合計

経常費用計
Ⅲ。経常外収益

経常外収益計
Ⅳ。経常外費用

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額 31,237,773
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2022年度 貸借対照表

事 業 報 告 用
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科 目 金 額

33,357,114

1,457,500

171,010

253,500

52,260

35,291,384

2

164,458

164,460

ｎ

Ｖ

555,000

555,000

719,460

36,010,844

4,773,071

4,773,071

1,348,459

2,337,827

128,785

958,000

36,097,734

▲ 4,859,961

31,237,773

36,010,844

I資産の部

1流動資産

現金預金

未収金

前渡金

前払費用

仮払金

流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

工具器具備品

建物附属設備

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅲ 正味財産の部

前期正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

Ⅱ負債の部

1流動負債

未払金

未払費用

預り金

前受会費

流動負債合計

負債合計



8

2022年 度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

畳定主宣型遣動整ムス△ 2主_2レ左ユ2E立立丞旦△二東京

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人会計基準協議会)

によっています。
(1)固定資産の減価償却の方法

工具器具備品の減価償却は、定率法によっています。
建物の減価償却は、定額法によっています。

(2)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

科 目
スポーッおよび

文化事業
広報・啓発
・普及事業

その他、この法人
の目的を達成する
ために必要な事業

事業部門計 管理部門 合計

0

18,575, 124

3,997,500
87.500

4,355,000

262

4,355,000
18,575, 124

3,997,500
87.762

22.660. 12` 55.262 27.| 5.386

18,575,124
3,997,500

8,229,150
1,267,509

8,229, 150

1,267,509
0

311_628

1,217,725
400,724
17, 160

115_958

9,446,875
1,668,233

17,160
427_586

).808.287 9_808、 28

14,744, 199

61,524
156,1)36

933,900

522, 164

14,744, 199

61,524
156,986

522, 164

0

933,900
0

0

0

0

0

0

0

0

0

132,000

４

９

２

６

７

７

７

５

９

４

６

４

０

０

２

９

７

０

１

０

０

６

５

９

２

３

６

０

０

５

０

６

０

５

０

８

３

７

１

５

９

１

０

９

３

１

６

５

９

７

３

８

２

４

１

６

２

２

３

４

９

２

６

７

７

７

５

３

４

６

５

２

３

３

７

３

０

３

３

８

２

１

４

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

i_896_559 20. 5.493
i.704.846 522. 16` 5.347

▲ ▲  434.66` ▲  3_ら 66_ ▲ 4_R50_961

I 経常収益
1.受取入会金 。会費
2.受取寄付金
3.受取大会参加負担金
4.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
法定福利費
福利厚生費
旅費交通費
人件費計

(2)その他費用
スポーツ事業費
スポーツ指導者育成事業費

文化事業費
広報・啓発・普及事業費

外注費
現物寄付評価額
会議費
通信運搬費
消耗品費
賃借料
減価償却費
租税公課
修膳費
支払手数料
その他
その他費用計

経常費用計

当期経常増減額

内 容 隔澤tiヨ 算 定 方 法

※実 績 な し

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正 味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は 31,237,773円 ですが、そのうち 2,341,803円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は 28,895,970円 です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

その他の事業に係る資産の状況

７
〓

（Ｘ
）

1,

ｎ
υ

′
４

1,1

100,000

0

8,197

2,258,400
191,803

0

文化プログラム
ポーツ事業支援助成金

△
口

ス ラムツ ロ

3年度使用予定の文化事業の活動資金

ス

科 日 取 得 減価償却累計額

555,000

ｎ
Ｕ
・
”
４

1,510,920
514,836

555,(〕 00

10,918△

△

555,000

2

164,458

.580.756 △ 1.861.296 719.460

有形固定資産
工具器具備品
建物

無形固定資産
投資その他の資産

合計

科 目 期 首 残 高 当期 借 入 当期 板 済 期 末残 高

※実績な し

合計

科 目

計算書類 に

計上された
金額

内役員及び

近親者 との
取引

(活動計算書 )

※実績なし

活動計算書計

(貸借対照表)

※実績なし
貸借対照表計



書式第17号 (法第28条関係)

2022年度 財産
事 業 報 告 用
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国
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科 目 金    額

69,618

4,241,148

11,532,473

488,046

6,018,850

3,035,923

0

3,012,556

3,807,383

978,566

172,551

33,357,114

1,457,500

171,010

253,500

52,260

35,291

719,460

4,773,071

31,237,773

ｎ

ｖ

555,000

555,000

164,460

1,348,459

2,337,827

128,785

958,000

2

164,458

I資産の部

1流動資産

現金預金

現金

みずほ銀行 普通預金 (一般出入金口座)

みずほ銀行 普通預金 (寄付入金口座)

みずほ銀行 普通預金 (特別指定口座)

みずほ銀行 普通預金 (ワンハンドレッド倶楽部口座)

みずほ銀行 普通預金 (被仕向送金口座)

みずほ銀行 普通預金 (アルヘ
°
ンスキープログラムロ座)

みずほ銀行 定期預金

ゆうちょ銀行 振替口座

ゆうちょ銀行 (一般出入金口座 )

Syncable (ク レシ
゛
ットカート

゛
決済専用)

現金預金計

未収金 (大会参加負担金未入金分)

前渡金 (2023年 分会場使用料)

前払費用 (事務所家賃)

仮払金

流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

工具器具備品 (事務用機器 )

建物附属設備 (事務所床工事)

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1流動負債

未払金 (未払会場費、未払立替金他 )

未払費用 (未払給与、未払社会保険料)

預り金 (源泉徴収預り分)

前受会費 (2023年 会費)

流動負債合計

負債合計

正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022年 度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

塾痙」壁塾匿動:豊人z至整生上上し壁±1212丞匡墜L…墓菫

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入)

氏   名

/~ヽ
民壁3,監事

イノウエ ユズル 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日井上 謙

/~ヽ
R壁ち,監事

イワタ ケイイチ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日岩田 圭一

/~ヽ
製窒動,監事

オオシマ ツトム 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日大島 勉

′
■

′
~ヽ

ミヽ露′監事
コウハセ タカシ 2022`年  1 月 1 日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日高波瀬 隆志

′
~ヽ

喪雪ノ監事
コンドウ ヒデオ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年 月

月

日

日年近藤 秀雄

ノ
~ヽ

Qラ,監事
サイトウ ヨシマサ 2022年 1月 1

2022年 12月 3

日

1 日

年  月  日

年  月  日齋藤 好正

7

⌒

Qョ′監事
サノ マモル 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日佐野 守

8

ノ
~ヽ

R讐ラ)監事
ソノベ サヤカ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日園部 さやか

9

⌒

喪彗,監事
タカギ サチコ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日高木 幸子

10

⌒

史壁3)監事
タケウチ ミノル 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年  月  日

年  月  日竹内 稔

11

⌒

製壁ぅ)監事
ネギシ マサコ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日根岸 員子

12 〇
監事

ホシノ マサアキ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日星野 昌亮



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

氏   名

13

⌒

Qブ監事 マカベ オサム 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日真壁 理

14

⌒

長窒認,監事
マツヤ ヒデアキ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年  月  日

年  月  日松矢 英晶

15

⌒

Q5,監事 ミネギシカズヒロ 2022年 1月

2022年 12月

1 日

31日

年  月  日

年  月  日峰岸 和弘

16

/~ヽ
理事雙ヲ

ウエダ コウジロウ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日上田 孝二郎

17
ノ
~ヽ

理事雙ヲ
カクカワ イサオ 2022年 1月 1日

2022年 12月 31日

年

年

月

月

日

日角川 勲



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本 0東京

氏   名

1 朝岡 美好

2 池田 朝彦

Ｑ
） 梅村 郁

４

． 大島 勉

Ｆ
０ 岡松 武司

ハ
０ 諏訪 なほみ

7 田口 弘明

8 中村 正弘

9 日野 一男

10 真壁 理

11 峰岸 和弘

12 湯浅 泉


